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注
1 本稿は、2012 年 10月 30日、東洋大学・国際哲学研究センターでの発表原稿に基づいている。機会を提供してくださった国
際哲学研究センターの関係者各位、また、当日、貴重な質問をしてくださった方々に感謝したい。
148 プラセボ効果は心身因果関係の理解を変えるか
2 http://nccam.nih.gov/health/placebo
3 発表当日、参加者の先生から、インド哲学で理解される「因果性」をもとに、一元論と二元論の理解を原因と結果の関わり
方から捉えられるのではないかという指摘をいただいた。これは、英米哲学の前提とする因果関係理解を根本から変える見
方だと思われる。貴重な御指摘に感謝したい。
4 厳密には、因果的有効性が性質の存在理由となるという議論が必要だが、ここでは簡略に論じる。
5 いわゆる反事実条件文を用いた過剰決定の分析は、煩瑣になるのでここでは省く。
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